
令和４年度
多可町 認知症地域支援推進員活動報告

認知症地域支援推進員について

１ 認知症地域支援推進員：８名

２ 認知症地域支援推進員の役割

＊認知症相談センターとしての相談・対応

＊認知症ケアネットの普及

＊ＳＯＳネットワークの普及・拡大

＊地域支援者の仕組みづくり・支援

報告者氏名: 多可町役場ふくし相談支援課
（地域包括支援センター）
大江・足立・高瀬・下原・岸部

令和4年度 認知症地域支援推進員活動報告書（記載様式）





テーマ番号＜⑤＞
標題 多可町における認知症サポーターの具体的活動支援

「チームオレンジの立ち上げ支援」
（R3年度から継続）

（目 的）
認知症の人ができる限り住み慣れた場所で自分ら
しく暮らし続けることができるよう、認知症の人
やその家族の支援ニーズと認知症サポーター等を
つなぐ仕組みづくりを整備し、認知症施策推進大
綱に掲げた「共生」の地域づくりを推進する。

（目標）
チームオレンジの方向性を決め、活動の場を作る



R4年度の活動

推進員が認知症の方へ
の関わり方のポイントを
説明し、ロールプレイを
実施しました。

他市の絆カフェに見学に
行き、認知症の方とその
ご家族と交流しました。

ステップアップ講座受講者

認知症地域
支援推進員



R4年度の活動

ボランティアが進行し、
推進員は参加者の方の
相談に乗ったり、参加者
へ声かけをしました。

参加者：住民25人
ボランティア：8人
推進員：5人



R4年度の活動

推進員がファシリテーター
を務め、メンバーで
どんなことがしたいか話し
合いました。

↓
絆カフェをしてみよう

今年度中に、絆カフェのお試
しをすることとなる。
R5年から本格的にチームオレ
ンジとして活動することに決定



認知症地域支援推進員活動の成果課題

・ボランティアの方と一緒に活動の方向性を検討することができ、地域住民の方
と推進員の距離が近くなったと感じる。

・ボランティアの方が今後も主体的に継続して活動していくための支援として、
チームオレンジの規約作成や補助制度の検討等、ボランティアの方と協働して取
り組むことができた。

・推進員が兼務であり、事業所に委託していることから担当が変わることが課題。
活動の方向性を検討し、共有する場を持つなど工夫を行っている。チームオレン
ジの活動の中では、推進員として相談できる体制の確立や当事者の声を発信す
る方法を検討していく必要がある。

・R5年度もステップアップ講座を実施し、チームオレンジの活動をチーム員より紹
介してもらい、新たなボランティアの育成を図っていく。

最後に・・・
ボランティアの方々の積極的な姿勢に感動し、認知症に関心をもち協力していただける方が地域にいらっ

しゃることに心強く感じました。今後も認知症になっても住み慣れた自宅で過ごすことができるような町を目指

し、行政・医療機関・介護施設等が連携していきたいと思います。


